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《 令和２年 第１回定例会の提出議案と議決結果 》

議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

議案第１号 令和２年度鳴門市一般会計予算

原案可決 予算決算

議案第２号 令和２年度鳴門市国民健康保険事業特別会計予算

議案第３号 令和２年度鳴門市後期高齢者医療特別会計予算

議案第４号 令和２年度鳴門市介護保険事業特別会計予算

議案第５号 令和２年度鳴門市光熱水費等支出特別会計予算

議案第６号 令和２年度鳴門市給与費等管理特別会計予算

議案第７号 令和２年度鳴門市公債費管理特別会計予算

議案第８号 令和２年度鳴門市水道事業会計予算

議案第９号 令和２年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算

議案第10号 令和２年度鳴門市下水道事業会計予算

議案第28号 令和元年度鳴門市一般会計補正予算（第４号）

議案第29号 令和元年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第30号 令和元年度鳴門市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第31号 令和元年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第32号 令和元年度鳴門市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議案第33号 令和元年度鳴門市給与費等管理特別会計補正予算（第１号）

議案第34号 令和元年度鳴門市公債費管理特別会計補正予算（第１号）

議案第11号 鳴門市暴力団排除条例の制定について

原案可決 総務文教

議案第12号 鳴門市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について

議案第13号 鳴門市特別職指定条例の一部改正について

議案第14号 鳴門市職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について

議案第15号 鳴門市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

議案第16号 鳴門市学校給食共同調理場条例の一部改正について

議案第17号 鳴門市印鑑条例の一部改正について

原案可決 生活福祉

議案第18号 鳴門市国民健康保険条例の一部改正について

議案第19号 鳴門市住宅新築資金等地方債償還基金条例の廃止について

議案第20号 鳴門市特別会計設置条例の一部改正について

議案第21号 鳴門市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について



議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

議案第22号 鳴門市営住宅条例の一部改正について

原案可決 産業建設

議案第23号 鳴門市公共下水道整備償還財源基金条例の一部改正について

議案第24号 鳴門市公営企業の設置等に関する条例及び鳴門市下水道事業の設置等に関する
条例の一部改正について

議案第25号 市道路線の認定及び廃止について

議案第26号 和解について

議案第27号 松茂町ほか二町競艇事業組合と鳴門市との間におけるモーターボート競走施行
に関する事務の受託に係る協議について

報告第１号 専決処分について（損害賠償の額の決定） 報　　告
総務文教
生活福祉
産業建設

同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意

諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 同　　意

請願の処理

請願番号 案　　　　　　　　　　件 審議結果 所管の
委員会

請願第７号 生活保護基準引き下げ中止を求める請願書 不 採 択
生活福祉

請願第８号 鳴門市文化会館の耐震改修工事に関する請願書 採　　択

「同意第１号」

●固定資産評価審査委員会委員　樋
ひ
上
かみ
　義
よし
彦
ひこ

 氏（瀬戸町）

　　　　　　　　　　　　　　　原
はら
　　孝

たか
仁
ひと

 氏（鳴門町）

「諮問第１号」

●人　権　擁　護　委　員　　　中
なか
野
の
　幸
こう
一
いち

 氏（瀬戸町）

玉
たま
井
い
　京

きょう
子
こ

 氏（撫養町）

森
もり
北
きた
　伸
のぶ
年
とし

 氏（大麻町）

林
はやし
　　恭

きょう
子
こ

 氏（撫養町）

人 事 案 件

〈新型コロナウイルス感染症に対応するため市長へ申入書を提出〉
　
　新型コロナウイルスによる感染者が拡大している現在、小・中学校の臨時休業、各種イベントの中止、経
済への打撃、ウイルス対策関連商品の不足など、市民生活への影響がますます広がってきています。
　こうした状況下においては、市民の皆様の命と健康を守り、生活の不安の解消に向けて、本市が果たすべ
き役割は大変重要なものと考えております。
　このことから、令和２年４月 17 日、市議会では、市長に対し新型コロナウイルス感染症への対応に関する
申入書を提出しました。
　申入項目は次のとおりです。
　
　１．積極的な情報収集と市議会との情報共有、市民への情報の周知
　２．市民目線に立った支援施策の推進
　３．子育て世帯への支援、小・中学校の臨時休業の延長に対する支援
　４．市内事業者や社会的弱者へのきめ細やかな対応
　５．市民への迅速かつ適切な情報発信



暴
力
団
の
排
除
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
必
要
事

項
を
定
め
た
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
質
疑
】
市
民
な
ど
が
勘
違
い
し
、
情
報
提
供
し
た
場
合
に
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
家
族
に
対
し
て
も
相
当
の
影
響
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
取
り
扱
い
を
慎

重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
暴
力
団
員
に
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
が
発
生
し

な
い
よ
う
、

情
報
提
供
を

頂
い
た
市
民

な
ど
に
丁
寧

に
回
答
し
て

い
く
こ
と

で
、
こ
の
条

例
の
推
進
を

図
っ
て
い
き

た
い
。

【
質
疑
】
市
民
な
ど
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
相
談
窓
口
の
設
置
や

広
報
紙
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
周
知
広
報
が
必
要
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。

【
回
答
】
相
談
窓
口
の
設
置
や
広
報
紙
な
ど
で
の
周
知
を
行
い
た
い
。

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
料
の
基
礎
賦
課

額
に
係
る
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
国
民
健
康
保
険
料
の
基
礎
賦
課
額
に

係
る
賦
課
限
度
額
が
61
万
円
か
ら

63
万
円
に
、
介
護
納
付
金
賦
課
額
に

係
る
賦
課
限
度
額
が
16
万
円
か
ら

17
万
円
に
な
る
が
、
ど
の
程
度
の
世

帯
に
影
響
す
る
の
か
。

【
回
答
】
基
礎
賦
課
額
に
係
る
賦
課
限
度
額
の

超
過
世
帯
数
は
２
２
７
世
帯
で
現
在

よ
り
６
世
帯
の
減
少
と
な
る
。

　
　
　
　
（
令
和
元
年
度
の
状
況
で
試
算
）

【
質
疑
】
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
に
お
い
て
、
５
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
被
保
険
者
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
が
28
万
円
か
ら
28
万
５
千
円

に
な
り
、
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
の
数

に
乗
ず
べ
き
金
額
が
51
万
円
か
ら
52
万
円
に
な
る
が
、
ど
の
程
度
の
世
帯

に
影
響
す
る
の
か
。

【
回
答
】
２
割
軽
減
か
ら
５
割
軽
減
の
対
象
に
変
更
と
な
る
世
帯
数
は
26
世
帯
、
軽

減
な
し
か
ら
２
割
軽
減
の
対
象
に
変
更
と
な
る
世
帯
数
は
32
世
帯
で
あ

る
。
（
令
和
元
年
度
の
状
況
で
試
算
）

●
議
案
第
11
号

　

鳴
門
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
18
号

　

鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

委 員 会 審 査



民
法
の
改
正
に
伴
い
、
連
帯
保
証
人
の
極
度
額
を
規
定
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
う

も
の
。

【
質
疑
】
こ
れ
ま
で
の
連
帯
保
証
人
の
極
度
額
の
設
定
は
。

【
回
答
】
こ
れ
ま
で
は
、
連
帯
保
証
人
に
保
証
し
て
い
た
だ
く
金
額
に
特
段
の
定
め

は
な
か
っ
た
。

民
法
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
根
保
証
契
約

は
極
度
額
の
設
定
が
な
け
れ
ば
無
効
と
な

る
が
、
附
則
規
定
に
よ
り
、
従
前
か
ら
入

居
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
連
帯
保
証

人
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
た

め
、
新
規
の
契
約
時
に
改
正
後
の
民
法
を

適
用
し
た
極
度
額
の
設
定
を
行
う
こ
と
と

な
る
。

【
質
疑
】
自
治
体
に
よ
り
違
い
は
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
県
は
、
一
般
入
居
者
に
つ
い
て
は
連
帯
保
証
人
の
連
署
を
必
要
と
し
て
い

る
が
、
生
活
に
支
障
が
あ
る
な
ど
、
配
慮
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
連

帯
保
証
人
の
連
署
な
し
で
も
入
居
を
認
め
る
取
り
扱
い
と
す
る
予
定
で
あ

る
。
本
市
を
除
く
県
内
７
市
に
つ
い
て
は
２
市
が
連
帯
保
証
人
の
連
署
を

求
め
な
い
予
定
で
、
残
り
５
市
が
連
帯
保
証
人
の
連
署
を
求
め
る
予
定
で

あ
る
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
な
ど
の
市
政
発
展
に
資
す

る
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
積
極
的
な
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
次
期
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
重
点
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
将
来
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
で
き
る
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
２
４
６
億
６
４
０
０
万
円
。
対

前
年
度
比
は
、
４
億
円
（
１
・
６
％
）
増
加
。

【
質
疑
】
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
板
東
俘
虜
収
容
所
跡

を
平
和
学
習
の
場
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
。

【
回
答
】
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
説
明
看
板
の

設
置
に
よ
る
見
学
環
境
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
令
和
元
年
度
に
は
啓
発
用
の
冊
子
が

完
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に

は
、
整
備
し
た
環
境
や
冊
子
な
ど
を
利
用

し
、
板
東
俘
虜
収
容
所
跡
を
平
和
学
習
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
。

【
要
望
】
板
東
俘
虜
収
容
所
跡
を
平
和
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
も
、
ト

イ
レ
は
必
要
で
あ
る
。
仮
設
ト
イ
レ
で
も
よ
い
の
で
整
備
し
て
ほ
し
い
。

※
予
算
決
算
委
員
会
の
そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
13
～
Ｐ
15
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
議
案
第
22
号

　

鳴
門
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
議
案
第
１
号

　

令
和
２
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
予
算

産
業
建
設
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

委 員 会 審 査

ドイツ村公園



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
２
０
２
０
年
、
５
Ｇ
が
本
格
稼
働
す

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
が
働
き
や
す
い
魅

力
的
な
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
や
地
元
企
業

と
の
連
携
に
よ
る
実
証
実
験
、
本
市
の

諸
課
題
解
決
モ
デ
ル
の
創
出
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
地
域
定
着
や

若
者
の
流
出
防
止
に
繋
が
る
の
で
は
。

答
情
報
通
信
業
を
は
じ
め
と
す
る
企
業

の
誘
致
活
動
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
開
設
支
援
な
ど
、
都
会
に
な
い
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、
創
業
支
援
や
事
業
拡
大
に

よ
る
雇
用
創
出
を
図
る
。

問
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
設
置
や
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
観
点
か

ら
、
軽
自
動
車
の
オ
フ
ロ
ー
ド
四
輪
駆

動
車
・
電
気
自
動
車
を
導
入
し
て
は
。

答
職
員
の
安
全
運
転
意
識
お
よ
び
運
転

マ
ナ
ー
の
向
上
、
さ
ら
に
は
走
る
防
犯

カ
メ
ラ
と
し
て
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
車

両
更
新
時
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

導
入
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
活
動
で
き
る
四
輪

駆
動
車
に
つ

い
て
は
、
既

に
導
入
し

て
お
り
、
今

後
、
電
力
供

給
の
電
源
と

な
る
電
気
自

動
車
の
導
入

に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

問
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
公
立

幼
稚
園
の
再
編
は
。

答
再
編
案
に
つ
い
て
は
、
公
立
幼
稚
園
の

教
職
員
の
意
見
で
あ
る
、
子
ど
も
た
ち
を

適
正
な
集
団
規
模
に
す
る
こ
と
、
一
時
預

か
り
事
業
や
特
別
支
援
担
当
に
も
正
規

職
員
が
携
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
再
編
後
、
閉
園
と
な
る
幼
稚

園
の
施
設
、
園
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
個
別
の
検
討
と
し
、
市
全
体
の
就

学
前
教
育
・
保
育
の
充
実
が
期
待
で
き

る
場
合
は
、
民
間
事
業
者
へ
の
貸
与
、

譲
渡
な
ど
も
検
討
す
る
。

若
い
世
代
が
働
き
た
い
と
思

え
る
仕
事
の
創
出
や
誘
致
は

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
設
置
を

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

一　般　質　問
質 問表代

❶ 山根　　巌（会派　創心クラブ）
１. 市長の政治姿勢について
　 ⑴ 「 なると未 来づくり総合戦 略

2020」について
　⑵ 公用車について
２. 教育行政について
　⑴ 公立幼稚園のあり方について

❹ 浜　　盛幸（会派　公明党）
１. 文化交流行政について
　⑴ 鳴門市文化会館の今後の方針に

ついて
２. 環境行政について
　⑴ 浄化槽法の改正に伴う普及促進

策について
３. 福祉行政について
　⑴ 骨髄ドナーに対する助成につい

て

❷ 東　　正昇（会派　潮）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 令和２年度当初予算の編成内容

について
　⑵ 市の重要事業について
　⑶ 企業局の方向性について

❺ 佐藤　絹子（会派　平成なると）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 令和２年度鳴門市一般会計予算

について
　⑵ モーターボート競走事業につい

て
　⑶ 鳴門市特別職指定条例の一部改

正について

❻ 長濱　賢一（会派　青藍）
１. 予算について
　⑴ 歳入について
　⑵ 歳出について
　⑶ 地方創生関連予算について
２. まちづくりについて
　⑴ 公共施設等総合管理計画とその

個別計画について
　⑵ 中心市街地活性化について
　⑶ スマートシティについて
３. 契約について
　⑴ 随意契約について
　⑵ 契約における地元企業の育成や

配慮について

❸ 橋本　国勝（会派　有志会）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 令和２年度当初予算について
　⑵ 行財政運営について
　⑶ 鳴門市総合戦略について
２. 防災行政について
　⑴ 津波・高潮対策について
３. 環境行政について
　⑴ 地球温暖化対策について

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

山や
ま

根ね  

　
巌い

わ
お

公用車に走る防犯カメラとしての役割を

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

代
表
質
問

公
立
幼
稚
園
の
再
編
に
向
け
て



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代
表
質
問

代
表
質
問

問
今
後
の
財
源
確
保
の
取
り
組
み
と
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
の
収
益
金
の
活
用

方
針
は
。

答
各
種
税
務
調
査
の
徹
底
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
金
額
の
向
上
、
国
・
県
へ

の
働
き
か
け
を
行
い
、
有
利
な
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

の
収
益
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎

建
設
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
の
推
進
に

あ
た
り
、
一
時
的
な
財
源
と
し
て
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
事
業
会
計
か
ら
長
期
借
入
れ

を
行
う
。

問
小
鳴
門
海
峡
沿
い
の
常
に
高
潮
な
ど

の
被
害
が
あ
る
地
域
の
実
情
と
今
後
の

対
応
は
。

答
浸
水
被
害
が
大
き
か
っ
た
海
岸
施
設

は
県
が
管
理
す
る
海
岸
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
に
浸
水
被
害
対
策
を
要

望
し
て
い
る
。
今
後
も
県
や
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
絡
し
、
津
波
・
高
潮
対
策

に
努
め
る
。

問
地
球
温
暖
化
防
止
の
対
策
は
。

答
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
基
本
方
針

と
し
て
、
環
境
に
優
し
く
、
周
辺
環
境

と
調
和
し
た
庁
舎
を
掲
げ
て
い
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
減
ら
す
省
エ
ネ
と

新
た
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
創
エ
ネ

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
実
質
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け

る
建
築
物
で
あ
る
、
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
を
目
指
し
て
お

り
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
が
取
得
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
国
の
有
利
な
補
助
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
の
財
政
負

担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
Ｚ
Ｅ

Ｂ
認
証
を
取
得
す
る
た
め
の
設
備
な
ど

の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
た
い
。

問
新
庁
舎
建
設
事
業
や
大
津
町
に
計
画

さ
れ
て
い
る
道
の
駅
整
備
事
業
、
公
立

保
育
所
整
備
事
業
、
文
化
会
館
の
耐
震

化
事
業
な
ど
、
多
額
の
事
業
費
が
必
要

と
な
る
大
型
事
業
が
控
え
て
い
る
が
、

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
は
、
ど
の
よ

う
な
基
本
方
針
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た

の
か
。
特
に
、
鳴
門
市
の
未
来
に
向
け

て
、
ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
編

成
さ
れ
た
の
か
。

答
本
市
の
財
政
状
況
は
、
人
口
の
減

少
な
ど
に
よ
り
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市

税
の
増
収
が
見
込
め
な
い
中
、
社
会
保

障
関
係
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
と
も

に
、
公
債
費
に
つ
い
て
も
、
依
然
と
し
て

高
い
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
大
型

事
業
が
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政

需
要
を
的
確
に
見
込
み
、
将
来
を
見
据

え
た
財
政
運
営
に
特
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
改

革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
に
定
め
た
財
政
健

全
化
の
数
値
目
標
を
念
頭
に
置
い
た
中

で
予
算
編
成
に
臨
む
と
と
も
に
、
現

在
、
策
定
を
進
め
て
い
る
「
鳴
門
未
来

づ
く
り
総
合
戦
略
２
０
２
０
」
に
掲
げ

る
地
方
創
生
に
資
す
る
施
策
に
つ
い
て

積
極
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
健
全
財
政

の
構
築
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目

指
し
、
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
鳴
門
の
特
性
を

活
か
し
た
各
種
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
第
６
次
鳴
門
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
将
来
都
市
像
「
結
び
あ
う
絆
が

創
る　

笑
顔
と
魅
力
う
ず
ま
く
鳴
門
」

の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

市の顔となる新庁舎

鳴門市津波避難マップ

会
派　

潮

東あ
ず
ま

　  

正ま
さ

昇の
り

鳴
門
市
の
財
政
運
営

津
波
・
高
潮
浸
水
対
策

環
境
に
配
慮
し
た
新
庁
舎
を

会
派　

有
志
会

橋は
し

本も
と  

国く
に

勝か
つ

鳴
門
市
の
未
来
に
向
け
て
の

ビ
ジ
ョ
ン
は



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
今
後
の
活
用

計
画
と
展
望
は
。

答
当
年
度
生
じ
た
純
利
益
と
前
年
度
か

ら
の
繰
越
利
益
剰
余
金
か
ら
な
る
未
処

分
利
益
剰
余
金
は
、
地
方
公
営
企
業
法

第
32
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
条
例

の
規
定
ま
た
は
議
会
の
議
決
に
よ
り
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
市
で
は
剰

余
金
処
分
と
し
て
の
議
案
を
提
出
し
議

決
を
得
て
処
分
し
て
い
る
。

　

国
が
作
成
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
地

方
公
営
企
業
会
計
制
度
で
は
、
利
益
剰

余
金
は
、
ま
ず
、
累
積
欠
損
金
の
処
理

に
充
て
、
残
余
の
あ
る
場
合
は
、
長
期

的
な
経
営
の
視
点
か
ら
更
新
投
資
の
財

源
な
ど
に
充
て
る
た
め
、
積
立
金
へ
の

積
み
立
て
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
営
企
業

法
第
17
条
の
２
第
２
項
で
は
、
企
業
会

計
の
経
費
は
一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す

べ
き
も
の
を
除
き
、
経
営
に
伴
う
収
入

で
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ

り
、
公
営
企
業
と
し
て
は
、
ま
ず
、
財

政
的
基
盤
を
確
立
し
、
健
全
な
運
営
を

行
う
た
め
に
、
剰
余
金
の
活
用
を
図
る

べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
老
朽
化
し
て
い
る
整
備
棟
の
建
替

工
事
や
本
場
お
よ
び
外
向
発
売
所
な
ど

の
施
設
改
善
に
充
て
る
た
め
の
建
設
改

良
積
立
、
災
害
の
際
の
損
失
補
填
や
復

旧
費
用
に
充
て
る
た
め
の
内
部
留
保
が

想
定
さ
れ
る
。
一
方
で
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
法
第
１
条
の
中
で
は
、
地

方
財
政
の
改
善
を
図
る
た
め
に
行
う

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
に
関
し
て
規

定
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

９
２
２
億
円
余
り
を
拠
出
し
て
き
た
繰

出
金
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
未
処
分
利
益
剰

余
金
に
つ
い
て
は
、
津
波
な
ど
の
被
害

時
に
備
え
、
す
べ
て
の
施
設
の
建
て
替

え
を
前
提
に
建
設
改
良
へ
の
積
み
立
て

を
行
う
こ
と
、
将
来
の
経
営
状
況
の
悪

化
な
ど
に
備
え
、
基
金
な
ど
へ
の
積
み

立
て
お
よ
び
内
部
留
保
を
確
保
す
る
こ

と
、
そ
の
上
で

地
方
財
政
の
改

善
を
図
る
た
め

の
繰
り
出
し
な

ど
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
使
い
道

代
表
質
問

問
政
府
の
本
年
４
月
施
行
の
浄
化
槽

推
進
関
係
予
算
の
基
本
方
針
と
し
て
、

浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
を
重
視

し
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
導
入
の
検
討
、
単
独
処
理
浄
化
槽

な
ど
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転

換
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
転
換
に
伴
う
宅
内
配

管
工
事
の
助
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
本
市
と
し
て
の
対
応
は
。

答
令
和
２
年
度
よ
り
転
換
に
対
し
、
既

存
の
補
助
制
度
の
増
額
や
新
た
な
国
の

制
度
を
活
用
し
、
配
管
工
事
費
の
補
助

制
度
を
新
設
す
る
な
ど
、
普
及
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

問
本
市
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

転
換
し
た
場
合
の
個
人
負
担
額
は
、
個

人
設
置
型
の
５
人
槽
で
、
約
32
万
８
千

円
、
市
町
村
設
置
型
で
約
19
万
４
千
円

と
な
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
市
町
村
設

置
型
が
有
利
で
あ
り
、
他
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
も
保
守
点
検
、
法
定
検
査
な
ど

が
市
の
管
理
と
な
り
機
能
が
正
常
に
保

た
れ
る
こ
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
で
地
域

経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
合
併
処

理
浄
化
槽

設
置
費
用

の
軽
減
や

適
正
な
管

理
が
行
え

る
一
方
、

市
内
に
散

在
す
る
浄

化
槽
の
維
持
管
理
、
老
朽
化
や
人
口
減

少
に
よ
る
未
利
用
浄
化
槽
へ
の
対
応
、

ま
た
、
個
人
設
置
型
と
比
較
し
て
市
の

財
政
面
で
の
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
水
環
境
整
備
の
推
進
に

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
が

不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

要
望
汚
水
処
理
施
設
普
及
率
全
国
ワ
ー

ス
ト
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
現
在
の
下

水
道
課
と
は
別
に
浄
化
槽
課
を
新
た
に

設
置
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
推
進

に
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
体
制
で
あ
た
っ
て

ほ
し
い
。

市町村設置型合併処理浄化槽の実現を

ボートレース競走事業
未処分利益剰余金の有効活用を

会
派　

公
明
党

浜は
ま

　  

盛せ
い

幸こ
う

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進

市
町
村
設
置
型
へ
の
転
換
を

会
派　

平
成
な
る
と

佐さ

藤と
う  

絹き
ぬ

子こ



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代
表
質
問

問
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
バ
ラ
ン
ス

は
。
義
務
的
経
費
と
投
資
的
経
費
の
バ

ラ
ン
ス
は
。
国
の
財
源
措
置
が
有
利
な
地

方
創
生
関
連
予
算
を
獲
得
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
関
連
事
業
内
容
は
。

答
昨
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
自
主
財

源
は
約
１
・１
億
円
減
、
依
存
財
源
は
約

５
・２
億
円
増
。
ま
た
、
義
務
的
経
費
は

５
・１
億
円
増
、
投
資
的
経
費
は
６
・３
億

円
増
。
引
き
続
き
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン

２
０
２
０
に
基
づ
き
効
率
的
・
効
果
的
財

政
運
営
に
努
め
る
。
地
方
創
生
交
付
金

は
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
交
流
人
口
増
加

を
目
的
に
４
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

問
公
共
施
設
の
個
別
施
設
計
画
の
進
捗

状
況
は
。
中
心
市
街
地
活
性
化
は
、
市
民

と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
民
間
企

業
と
の
対
話
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
。
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
で
あ
る

文
化
会
館
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
営
業

し
な
が
ら
で
き
る
免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト

工
法
な
ど
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
個
別
施
設
計
画
は
令
和
２
年
度
中
に

策
定
す
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
市
民
や
民
間
事
業
者
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
検
討
す
る
。
文
化
会
館

の
耐
震
化
は
、
学
識
経
験
者
や
専
門
家

の
助
言
を
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
す
る
。

問
大
型
事
業
で
随
意
契
約
の
一
つ
で
あ

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
多
い
が
、
そ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
新
庁
舎
建
設
な
ど
の
大

型
事
業
に
お
い
て
、
地
元
企
業
へ
の
配

慮
や
育
成
が
必
要
だ
が
、
条
例
や
規
則

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答
現
在
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
中
で
、

令
和
２
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予

定
。
地
元
企
業
の
配
慮
や
育
成
に
つ
い

て
は
現
在
も
行
っ
て
い
る
。
受
注
後
の
下

請
業
者
や
資
材
の
納
入
な
ど
に
も
地
元

企
業
の
優
先
を
依
頼
し
て
い
る
。
規
則

作
成
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
す
る
。 鳴門市公共施設等

総合管理計画
(平成29年３月策定)

会
派　

青
藍

長な
が

濱は
ま  

賢け
ん

一い
ち

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

令
和
２
年
度
当
初
予
算

地
元
企
業
の
育
成
を

個
人
質
問

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

質 問人個
❶ 上田　公司
１. 公文書について
　⑴ 公文書の管理について
２. 地域活性化について
　⑴ 地域公共交通について

❹ 高麗　裕之
１. 鳴門市文化会館について
　⑴ 文化会館耐震化推進事業につい

て
　⑵ 耐震改修工事のスケジュール発

表について
２. 景気対策について
　⑴ 東京オリンピック開催後の景気

対策について

❷ 秋岡　芳郎
１. 新庁舎建設の方針について
　⑴ 新庁舎建設に関わる議会機能強

化について
２. 雨水対策について
　⑴ 排水機場長寿命化計画について
３. スポーツ教育について
　⑴ 小中学校の体力・スポーツ力向

上策について

❺ 潮崎　憲司
１. スポーツ振興について 
　⑴ スポーツ課に関する事業の成果

について
　⑵ 徳島ヴォルティスとの連携につ

いて
　⑶ 鳴門市スポーツ推進計画につい

て

❸ 東谷　伸治
１. 財政について
　⑴ 実質公債費比率、将来負担比率

の見込みについて
２. 公共交通について
　⑴ 地域公共交通網形成計画につい

て
　⑵ 公的負担について
３. 教育環境について
　⑴ グラウンド芝生化事業について

❻ 宮崎　　明
１. 高齢者の福祉施策について
　⑴ 高齢者の食生活の実態・実状に

ついて
　⑵ 配食事業者向けのガイドライン

について
　⑶ 介護予防・日常生活支援総合事

業について
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問
鳴
門
市
で
は
、
公
文
書
の
紛
失
や

未
作
成
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
作
成
過
程

の
記
録
さ
え
作
成
し
て
い
な
い
こ
と
が

今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
で
は

遡さ
か
の
ぼ

っ
て
調
査
・
検
証
も
で
き
な
い
。
こ

れ
ら
の
不
祥
事
お
よ
び
調
査
・
検
証
体

制
は
、
明
ら
か
に
地
方
公
務
員
法
の
趣

旨
な
ど
に
反
し
て
い
る
と
思
う
が
。

答
公
文
書
の
誤
廃
棄
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
や
フ
ァ
イ
ル
基
準
表
の
未
作
成
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
の
趣
旨
に
照

ら
し
、
適
切
と
は
言
い
難
い
事
務
処
理
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

問
市
民
の
財
産
で
あ
る
公
文
書
を
守
る

べ
き
市
長
と
し
て
、
な
ぜ
、
ず
さ
ん
な

管
理
を
行
っ
た
の
か
、
当
時
の
責
任
者

に
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、
そ
の
原
因

を
市
民
に
明
ら
か
に
し
、
し
か
る
べ
き

処
置
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
今
回
の
件
は
、
適
切
と
は
言
い
難
い

問
新
庁
舎
の
議
会
フ
ロ
ア
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
ど
へ
の
配
慮
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
機
能
の
整
備
、
多
目
的
か
つ
柔

軟
な
部
屋
の
利
用
、
議
会
か
ら
の
情
報

発
信
の
強
化
、
議
会
運
営
の
効
率
化
、

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
を
留
意
点
と
し

て
要
望
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方

針
か
。

答
議
場
は
、
議
員
と
理
事
者
が
対
面
し

て
審
議
す
る
対
面
演
壇
方
式
と
し
、
可

動
式
の
椅
子
や
机
で
多
目
的
に
利
用
す

る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
ま
た
、
各
議

員
の
賛
否
な
ど
を
表
示
す
る
大
型
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
、
内
装
は
木
材
を
使
用

し
た
暖
か
み
の
あ
る
空
間
と
す
る
。
そ

の
他
に
も
、
停
電
時
に
も
稼
働
す
る
車

椅
子
対
応
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
。

問
鳴
門
市
の
豪
雨
対
策
に
関
し
て
、
排

水
機
場
長
寿
命
化
計
画
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

処
理
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
市

に
著
し
い
損
害
を
与
え
た
と
ま
で
は
判

断
で
き
な
い
。
今
後
、
必
要
に
応
じ
、

関
係
者
に
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、
適

正
な
状
態
に
回
復
す
る
よ
う
努
め
る
。

問
市
は
、
市
民
に
対
し
て
公
共
交
通
機

関
の
利
用
を
促
進
す
る
立
場
か
ら
、
ま

ず
は
職
員
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
実
際
に
は
利
用
し
た
く
と
も
利

用
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、
今

後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
な
ど
、
移
動
手
段
に
関
す
る
実

証
運
行
の
実
施
を
提
案
す
る
が
。

答
全
職
員
９
４
５
人
中
、
車
・
バ
イ
ク

通
勤
８
４
９
人
、
徒
歩
・
自
転
車
通
勤
90

人
、
公
共
交
通
機
関
利
用
６
人
。
今
後

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
利
用
者

な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
必
要

に
応
じ
て
特
定

し
た
エ
リ
ア
内
の

実
証
運
行
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、

将
来
に
向
け
た

検
証
を
進
め
る
。

答
排
水
機

場
が
致
命

的
な
損
傷

に
至
る
リ

ス
ク
を
軽

減
す
る
た

め
、
47
ヵ

所
の
施
設

を
計
画
的

に
保
守
・
更
新
す
る
予
防
保
全
型
の
維

持
管
理
計
画
で
あ
る
。

要
望
鳴
門
市
全
体
で
雨
水
の
流
れ
る
量

や
方
向
を
調
査
し
て
排
水
計
画
の
見
直

し
を
要
望
す
る
。

問
全
国
体
力
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

た
鳴
門
市
の
小
・
中
学
生
の
体
力
・
ス

ポ
ー
ツ
力
向
上
策
は
。

答
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
増
加
さ

せ
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・
関
心
の
喚

起
を
行
い
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
式
体
幹
バ
ラ
ン

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望
鳴
門
市
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
市
民
会
館
の

廃
止
に
伴
い
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
で
き
れ
ば
屋

内
温
水
プ
ー
ル
の
併
設
を
要
望
す
る
。

公共交通機関の
利用促進を

立岩排水機場

ず
さ
ん
な
公
文
書
管
理
へ
の

対
応

新
し
い
公
共
交
通
手
段
の

検
証
を

小
中
学
生
の
体
力
・
ス
ポ
ー

ツ
力
の
向
上
策

上う
え

田だ  

公こ
う

司じ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

秋あ
き

岡お
か  

芳よ
し

郎ろ
う

個
人
質
問

不
適
切
な
公
文
書
管
理

新
庁
舎
の
議
会
フ
ロ
ア

万
全
の
雨
水
対
策
を
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個
人
質
問

問
現
在
、
本
市
の
財
政
指
標
が
芳か

ん
ば

し
く

な
い
。
新
庁
舎
建
設
60
億
円
強
、
さ
ら

に
浄
水
場
建
設
80
億
円
弱
の
負
担
が
今

後
見
込
ま
れ
て
い
る
。
財
政
健
全
化
に

関
す
る
指
標
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率

と
将
来
負
担
比
率
の
見
込
み
は
。

答
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く
地
方
債
残
高

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
令
和
４
年
度
に

は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
係

る
地
方
債
の
償
還
が
終
了
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
新
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
の
大

規
模
事
業
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
当
面
は
、
現
行
の
水
準
程
度
で
推

移
す
る
。

　

一
方
で
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
の
実
施
に
向

け
、
積
み
立
て
て
い
る
庁
舎
整
備
基
金

の
取
り
崩
し
に
よ
る
基
金
残
高
の
減
少

や
地
方
債
残
高
の
増
加
に
よ
り
、
現
行

の
水
準
以
上
の
数
値
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
今
後
も
財
政
健
全
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
耐
震
化
の
た
め
、
文
化
会
館
が
休
館

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
活
動

な
ど
を
鑑
賞
で
き
る
ホ
ー
ル
は
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
開
館
の
予
定
は
い
つ
頃

か
。
ま
た
、
市
民
の
税
金
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
幅

広
く
市
民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。

広
報
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
発
表
し
て
は
ど
う
か
。

答
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
整
備
の
方
向

性
は
耐
震
化
で
進
め
る
。
ま
た
、
安
全
性

の
確
保
と
耐
震
工
事
や
設
備
改
修
の
効
率

化
の
観
点
か
ら
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
休

館
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
令
和
２
年

度
か
ら
事
前
調
査
を
開
始
し
、
計
画
策
定

を
経
て
設
計
・
工
事
に
向
け
て
い
く
。
工
期

や
開
始
時
期
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
計

画
策
定
の
段
階
に
な
る
。
具
体
的
な
整
備

の
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
、
広
報
や

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
掲
載
す
る
。

要
望
鳴
門
市
の
文
化
が
衰
退
し
な
い
よ

う
、
休
館
時
期
の
短
縮
、
休
館
回
避
を
強

く
要
望
す
る
。

問
徳
島
バ
ス
に
補
助
金
を
支
払
い
維
持

し
て
い
る
協
定
路
線
の
状
況
は
。

答
協
定
路
線
に
係
る
費
用
は
、
約

１
億
１
８
０
０
万
円
。
対
象
経
費
か
ら

運
賃
収
入
を
差
し
引
い
た
額
を
支
出
し

て
い
る
。
な
お
、
対
象
経
費
は
、
国
の

基
準
を
基
に
設
定
し
て
い
る
１
キ
ロ
あ

た
り
の
単
価
に
走
行
距
離
を
乗
じ
て
算

出
し
て
い
る
。

　

路
線
別
の
経
費
お
よ
び
推
計
利
用
人

数
に
つ
い
て
は
、
高
島
線
が
約
１
４
０
万

円
で
３
８
９
８
人
、
鳴
門
公
園
線
が

約
１
４
４
０
万
円
で
４
万
３
０
１
７

人
、
引
田
線
が
約
６
４
６
０
万
円

で
６
万
７
６
２
２
人
、
北
泊
線
が
約

３
２
５
０
万
円
で
５
万
６
６
１
５
人
、
大
麻

線
が
約
２
１
８
０
万
円
で
３
万
２
５
４
２

人
と
な
っ

て
お
り
、

全
路
線
の

運
賃
収
入

は
約
１
６

０
０
万
円

と
な
っ
て

い
る
。

問
景
気
対
策
と
し
て
、
雇
用
促
進
が
重

要
で
あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

雇
用
対
策
に
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門
と
の

連
携
に
よ
り
、
地
元
企
業
と
就
職
希
望

者
を
つ
な
ぐ
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

を
開
催
し
て
き
た
。
昨
年
12
月
に
お
け

る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門
管
内
の
有
効
求

人
倍
率
は
、
１
・
53
倍
と
高
い
状
態
が
続

い
て
い
る
。
雇
用
対
策
や
経
済
の
活
性

化
に
柔
軟
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望
雇
用
を
安
定
さ
せ
、
結
婚
・
出
産

の
希
望
を
持
て
る
環
境
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
。
効
果
的
な
雇
用
対
策
の
実

施
を
要
望
す
る
。

重要性が高くなる公共交通

休館期間の最短化が求められる
鳴門市文化会館

文
化
会
館
の
耐
震
改
修
に
伴

う
休
館
期
間
の
最
短
化
を

（
潮
）

東ひ
が
し

谷だ
に  

伸し
ん

治じ

（
有
志
会
）

高こ
う

麗ら
い  

裕ひ
ろ

之ゆ
き

効
果
的
な
雇
用
対
策
の
実
施
を

協
定
路
線
の
状
況

今
後
の
財
政
状
況



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
ス
ポ
ー
ツ
パ
ス
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業
の
成
果

や
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
ス
ポ
ー
ツ
パ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

内
44
店
舗
の
事
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
年

間
３
万
人
に
パ
ス
を
配
布
し
、
特
に
合
宿

を
実
施
し
て
い
る
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
誘
致
事
業
に
つ
い
て
は
、
韓
国
の
高

校
野
球
チ
ー
ム
（
２
年
連
続
）
や
、
中
国

北
京
の
小
学
校
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
合
宿
が
実
現
し
た
ほ
か
、

関
西
圏
の
大
学
を
中
心
に
大
会
や
合
宿

の
誘
致
実
績
が
あ
る
。
今
後
も
本
市
が

誇
る
地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
を
戦
略
的
に

組
み
合
わ
せ
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
昨
年
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
平
均
入
場

者
数
は
約
５
７
０
０
人
。
鳴
門
市
民
デ
ー

は
約
４
７
０
０
人
と
少
な
い
が
、
今
後
の

応
援
機
運
の
醸
成
な
ど
に
つ
い
て
は
。

答
現
在
、「
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ブ
ル
ー
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、
大
道
銀
天
街

へ
の
応
援
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
設
置
や
鳴
門

駅
前
へ
の
応
援
マ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
、
ス

タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
青
い
花
植
え
な
ど
、
市

内
各
所
で
チ
ー
ム
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問
令
和
３
年
度
か
ら
の
後
期
計
画
に
つ

い
て
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
や
教
育
の

側
面
に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業

化
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
に
つ
い

て
も
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
後

期
計
画
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
で
議
論
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鳴門市スポーツ推進計画
（平成27年２月策定）

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

（
有
志
会
）

潮し
お

崎ざ
き  

憲け
ん

司じ

個
人
質
問

問
国
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
施
策

と
し
て
、
配
食
を
利
用
す
る
高
齢
者
な

ど
が
適
切
な
栄
養
管
理
を
行
え
る
よ
う

「
事
業
者
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作

成
し
、
全
国
の
自
治
体
に
普
及
と
取
り

組
み
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で

も
総
合
事
業
の
項
目
で
栄
養
改
善
を
目

的
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
掲
げ
て
い

る
。
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
栄
養
改
善
を
目
的
と
し
た
配
食
サ
ー

ビ
ス
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
一
定
の

供
給
体
制
と
県
栄
養
管
理
士
会
の
協
力

を
得
て
、
栄
養
改
善
の
指
導
体
制
は

整
っ
て
い
る
。
今
後
も
本
市
の
実
状
に

応
じ
た
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

要
望
栄
養
改
善
が
必
要
な
高
齢
者
や
配

食
事
業
者
に
つ
い
て
、
本
市
は
「
実
態
の

再
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は

･･･

」
と
感
じ
た
。
十
分
な
調
査
を
行
い

施
策
に
結
び
つ
け
る
よ
う
要
望
す
る
。

問
本
市
で
は
、
平
成
29
年
現
在
、
食
べ

物
を
噛
む
・
飲
み
込
む
力
が
低
下
し
て

い
る
高
齢
者
が
約
５
０
０
０
人
い
る
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
口
腔
機
能

を
回
復
・
向
上
さ
せ
、
低
栄
養
や
筋
力

低
下
を
予
防
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
歯
科
医
師
会
に
口
腔
機
能
や
栄

養
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
項
目
を
設
け
る
よ
う
申
し
入
れ
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
口
腔
無
料
検
診
の

対
象
年
齢
を
広
げ
る
べ
き
で
は
。

答
国
の
基
準
の
範
囲
内
で
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
の
国
や
歯
科
医
師
会
の
動

向
を
注
視
し
対
応
す
る
。

要
望
健
康
保
険
制
度
や
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
全
国
一
律
の
横
並
び
か

ら
地
域
の
実
態
に
適
応
す
る
た
め
、
各

自
治
体
の
裁
量
権
が
広
く
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
市
の
独
自
性
の
あ

る
高
齢
者
施
策
の
展
開
を
要
望
す
る
。

（
青
藍
）

宮み
や

崎ざ
き  

　
明あ

き
ら

健康寿命延伸のための
適切な栄養管理を

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

　
戦
略
的
な
地
域
活
性
化
を

ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ま
ち

に
で
き
る
こ
と

高
齢
者
の
食
生
活
の
実
態
と

食
環
境
の
整
備
は

口
腔
機
能
向
上
の
た
め
の

　
　
　
具
体
的
取
り
組
み
を



【教　　育】
■特別教室等空調設備整備事業
に関して、空調整備の設計業務
は具体的にどのような内容なの
か。
●各教室の床面積や外気などの

さまざまな条件から負荷を算定し、各教室に適切な設
置機種や設置方法を選定するほか、動力幹線の容量や
配管ルートなどの詳細な検討を経て、工事の発注・実
施に必要な図面の作成や事業費の積算を行うもの。
■今回設置予定のエアコンの台
数は。
●現在のところ小学校13校で
60教室80台、中学校５校で30
教室47台を見込んでいる。
■工事の実施時期は。
●現時点では財政負担の平準化を図るため、令和３年
度以降に２ヵ年で設置を予定している。優先順位につ
いては、教科担任制のため、特別教室の使用頻度が高
い中学校への整備を先に実施する予定。

【観　　光】
■多言語観光情報サイトに関す
る制作業務および保守業務の契
約方法は。
●制作業務は、プロポーザル方
式で契約。保守業務は、サイト

作成業者との随意契約となっている。
■多言語観光情報サイトについては、誤った表記やリ
ンク誤りなど、基本的な部分で問題があるにも関わら
ず、108万円もの額をかけて保守業務を随意契約して
いるのは適当なのか。
●誤りについては、早急に修正・改善する。
契約金額については、５ヵ国の外国語表記のための翻
訳依頼やアクセス状況などの報告に関する費用が含ま

れた金額となっている。
★行政として業者の業務内容を精査
できる体制作りをしなくてはいけな
い。

＊　　＊　　＊
■外国語教育推進事業に関して、各小中学校へのＡＬ
Ｔの派遣状況は。
●平成30年度の実績は、
小学３～６年生において
は外国語の総授業時数の約
63％、中学校においては約
30％であった。今年度の実
績は、小学３～６年生にお
いては約71％、中学校にお
いては約34％となっている。
■外国語教育の目標は。
●「世界にはばたく鳴門の子ども」育成プランに基づ
き、令和４年度までの達成目標として、
　①英語が好きという児童生徒が小中学校で８割以上
　②英語で話しかけられた際に英語を使おうとする生
徒が中学校３年生の時に６割以上

　③中学校卒業時に英検３級合格程度以上の力を有し
た生徒が６割以上

を掲げている。

【産　　業】
■スポーツ推進計画(後期計画)の市の考え方は。
●前期計画の３つの基本目標の推進やスポーツの成長
産業化、東京オリンピック後のスポーツレガシーの創
出が非常に大切と考えている。
■ボートレース鳴門のプレイパークを後期計画に盛り
込む考えは。
●プレイパークをいかに活用して
いくのかについても非常に大切と
考えており、スポーツ合宿も含め
た市民のスポーツ活動の確保とい
う観点からも検討していきたい。

＊　　＊　　＊
■環境保全型農業直接支払交付金事業の内容は。
●環境保全効果の高い営農活動に積極的に取り組む２
団体の12名の生産者に対して国による交付金が支払わ
れるもの。国が２分の１、県と市がそれぞれ４分の１
ずつ負担することとなっている。

令和２年度当初予算・令和元年度補正予算審査

教育

観光・産業

■市の予算の使い道について審査しました■
　６日間にわたり、予算決算委員会を開催し、令和２年度当初予算・令和元年度補正予算に関する議案17件に
ついて審査しました。

委員会での審査の中で出た意見・要望やそれに対する答え、説明を抜粋したものです。(■質疑　●説明・答え　★意見・要望)
※予算決算委員長報告の全文は、鳴門市議会ウェブサイト⇒ 「議会審議結果報告」 ⇒「委員長報告」からご覧ください。〔 〕

14 ページへつづく



平成31年度当初予算・平成30年度補正予算審査

15 ページへつづく

令和２年度当初予算・令和元年度補正予算審査令和２年度当初予算・令和元年度補正予算審査

【市民生活】
■戸籍総合システムソフトウェ
ア保守業務委託料に関し、事前
登録型本人通知制度の登録者数
と通知件数は。
●登録者数は31名、制度開始後

の通知件数は１件である。（令和２年１月末時点）
■現在採用している「事前登
録型」から事前登録なしで第
三者の請求により戸籍などを
交付した場合にすべて市民に
通知する「登録不要型」に変
更する考えはないのか。
●調査研究しながら検討していきたい。

＊　　＊　　＊
■移住交流支援事業の内容は。
●鳴門市お試し滞在助成制度や空き家支援制度、移住
に関する相談に要する費用を計上している。今年度ま
でに、市の空き家バンクを活用し移住につながった方
は、９世帯21名である。

■以前、他の自治体に視察に行った際に、移住して来
られる方に250万円の補助がある旨のポスターを見た
ことがある。このような取り組みに対する本市の考え
は。
●補助が多いほど移住する場合の負担は軽減される
が、本市として、どの程度の予算措置をしていくのか
を総合的に検討していきたい。

＊　　＊　　＊
■水道管路緊急改善事業の内容と方針は。
●布設後40年以上経過した鋳鉄管、石綿管などの基幹
管路を更新するもの。基幹管路は水を送るために重要
な施設であり、老朽化し、かつ、重要な管について、
優先的に直していき
たい。
★基幹管路の耐震化
率は、平成31年３月
31日時点で約25％。
早急に耐震化率を上
げてほしい。

市民
生活

15 ページへつづく

【福　　祉】
■生活困窮者自立支援事業の内
容は。
●平成27年４月１日に施行され
た生活困窮者自立支援法に基づ
き実施する事業で、このうち就

労準備支援事業については、ただちに一般就労が困難
な方に対して、６ヵ月から１年の間、プログラムに沿っ
て一般就労に向けた基礎能力を養いながら、就労に向
けた支援や就労の機会の提供を行うもの。

＊　　＊　　＊
■就学前教育・保育無償化事業の内容は。
●子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、就学前
教育・保育施設に通う児童の
うち、新たに副食費の負担
が生じる児童に対し、市独自
に副食費の軽減を行うもの。
年間換算で、１人あたり５万
4,000円の軽減になる。
★経済的格差が学力格差につながるという観点から
も、国の幼児教育・保育に係る政策は非常に効果があ
ると考えられ、本市としても力を入れて先進的に取り
組んでほしい。

＊　　＊　　＊
■発達障がい児育児支援事業の内容は。
●発達の遅れが見られる乳幼児などの保護者に対し

て、臨床心理士などの専門職によ
るペアレントトレーニングの観点
を取り入れた関わり方について実
践指導を行うものであるが、現状
としては委託先の受入人数や、ス

タッフを含む支援者のマンパワーの不足により、完全
なペアレントトレーニングは難しいため、保護者への
指導を実践し、今後につなげていきたいと考えている。
★発達障がい児を抱えている保護者は切実な悩みを抱
えているので、早急に対応してほしい。

【健　　康】
■母子健康手帳交付事業に関し、手帳の交付数は。
●平成30年度は307件、令和元年度は１月末時点で
248件となっている。
■母子健康手帳のデジタル化について
の考えは。
●医療機関などと統一的に足並みを揃
えなければ情報共有が難しいため、今
後調査していきたいと考えている。

福祉・健康



令和２年度当初予算・令和元年度補正予算審査

【防　　災】
■危険空き家の戸数は。
●平成27年度に実施した空き家
の実態調査では、約1,400戸の
空き家があり、そのうち危険度
が高いものは100戸弱あった。

■空き家の広さによる補助金の上乗せや他の補助金の
併用などを検討することはできないのか。
●空き家の撤去時にブロック塀を撤去する場合は８万円
の補助がある。また、平成30年10月からは空き家の撤
去後の土地に係る固定資産税の減免措置を設けている。

【消　　防】
■消防団資機材等整備事業に関し、ＡＥＤの設置予定場
所は。
●８地区に1台ずつ配備予定であり、基本的に消防署か

ら離れた詰所や付近にＡＥＤのない
詰所を中心に検討する。４月に開催
予定の副団長会で設置場所を決定す
る予定。

★緊急時に使用しやすいよう屋外に設置するべきである。
＊　　＊　　＊

■三者間同時通訳センター事業の内容は。
●外国人から119番通報があった場合や現場で外国人と
やり取りを行う場合に、電話通訳センターを介して消防
士・外国人の三者間で通話でき
るシステムを新たに導入すもの。
■何ヵ国語に対応しているのか。
●英語、中国語、ドイツ語など、
17ヵ国語に対応している。
■三者間同時通訳センター事業に関連し、聴覚・言語機
能障がい者の円滑な通報を図るためのＮｅｔ119緊急通報
システムの導入に向けた考えは。
●現在は、緊急通報装置設置事業や緊急通報ファックス、
福祉電話などで対応しているが、今後も導入について検
討していきたい。
★Ｎｅｔ119緊急通報システムを導入済み、または、
令和２年度末までに導入予定の消防本部の割合は約
80％。本市消防本部でも早急に導入し、障がい者の不
安感を解消してほしい。

暮らし
を守る

《 令和２年 第１回臨時会の提出議案と議決結果 》

議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果

議案第35号 専決処分の承認について(令和元年度鳴門市一般会計補正予算（第５号)） 承　　認

議案第36号 専決処分の承認について（令和元年度鳴門市給与費等管理特別会計補正予算（第２号）） 承　　認

議案第37号 専決処分の承認について（鳴門市税賦課徴収条例等の一部改正について） 承　　認

議案第38号 専決処分の承認について（鳴門市介護保険条例の一部改正について） 承　　認

議案第39号 令和２年度鳴門市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第40号 鳴門市新型コロナウイルス感染症対策基金条例の制定について 原案可決

議案第41号 鳴門市国民健康保険条例及び鳴門市介護保険条例の一部改正について 原案可決

報告第２号 専決処分について（損害賠償の額の決定） 報　　告

　今回の臨時会は、新型コロナウイルス感染症対策（感染拡大防止、生活支援、地域経済支援）の実施に
係る補正予算議案および条例制定・改正議案を審議するため、開催しました。迅速な施策の実施が求めら
れるため、会期は５月12日の１日間とし、委員会での審査は行わず、本会議のみで審議を行いました。
　令和２年度鳴門市一般会計の補正予算の規模は、60億3,659万4,000円の増額で、補正後の予算総額は、歳
入・歳出ともに、307億59万4,000円となりました。
　詳細な事業内容や支援内容については、広報なると６月号をご覧ください。

（※議案第35号～第38号、報告第２号については、専決処分した後に開催される直近の議会で報告されることと
なっているため、今回の臨時会に提出されました。）



〒772－8501徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜170番地
TEL（088）684－1234   FAX（088）684－0814
Ｅmail  gikai@city.naruto.i-tokushima.jp

　鳴門市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられ
る議会だよりを目指して、日々取り組んでおります。
　本紙をお読みになり感じたことや疑問点などがありましたら、
議会事務局まで手紙・ファクス・Eメールなどでおよせください。
① 議会だより紙面について（感想、ご要望など）
② 議会のしくみや専門用語についての疑問など
※内容についてお問い合わせさせていただくことがありますの
　で、住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記してください。

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

《議会広報委員会》
委 員 長：佐藤　絹子
副委員長：高麗　裕之
委　　員：上田　公司・秋岡　芳郎・浜　　盛幸
　　　　　圃山　俊作・藤田　茂男・宮崎　　明
　　　　　山根　　巌

… 市民の皆さんのご意見をお待ちしています …

　新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、しばらくの間、本会議
や委員会などの傍聴については、
できる限りお控えいただいており
ます。皆様のご理解とご協力をお
願いいたします。
　なお、本会議の模様は、イン
ターネットによる配信やテレビ鳴
門での放送にて、委員会の模様
は、インターネットによる配信に
て、ご視聴いただけますのでご利
用ください。

■はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■はインターネット中継を行います

　本会議と委員会の模様は、ネット中
継と録画配信でご覧いただけます。ま
た、本会議の模様は、テレビ鳴門でも生
放送に加え、録画放送を行っていま
す。ぜひご覧ください。

議会を動画で見てみよう！ ■会議録を見てみよう■
　次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認
することができます。
【窓口で見る】
　　①市役所本庁舎３階の議会事務局
　　　へお越しください。
　　②見たい会議録をお伝えください。
【ウェブサイトから見る】
　　①「鳴門市議会」を検索
　　②鳴門市議会公式ウェブサイト内
　　　の「会議録検索システム」から
　　　見たい会議録を検索
URL https://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

本会議や委員会などの
傍聴について(お願い)

令和２年第２回定例会の予定（6月10日～30日）
日

６月７日

14

21

28

8

15

22

29

9

16

23

30

10

17

24

７月１日

11

18

25

2

開会／本会議
予算決算委員会
全員協議会

一般質問
通告締切

産業建設委員会生活福祉委員会

一般質問(代表) 一般質問(個人)
議会運営委員会

一般質問(個人)
予算決算委員会 総務文教委員会

本会議／閉会議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

12

19

26

3

13

20

27

4

月 火 水 木 金 土

　 宛 先 　  鳴門市議会事務局


